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２

次
に
掲
げ
る
物
を
劇
物
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

^

四
e

﹇
六
e

（
ア
ク
リ
ロ
イ
ル
オ
キ
シ
）
ヘ
キ
シ

ル
オ
キ
シ
﹈
e

四′
e

シ
ア
ノ
ビ
フ
エ
ニ
ル
及
び
こ
れ

を
含
有
す
る
製
剤

_

ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
を
含
有

す
る
製
剤

`

Ｎ
e﹇（
Ｒ
Ｓ
）
e

シ
ア
ノ
（
チ
オ
フ
エ
ン
e

二
e

イ
ル
）
メ
チ
ル
﹈
e

四
e

エ
チ
ル
e

二
e

（
エ
チ
ル

ア
ミ
ノ
）
e

一
・
三
e

チ
ア
ゾ
ー
ル
e

五
e

カ
ル
ボ

キ
サ
ミ
ド
（
別
名
エ
タ
ボ
キ
サ
ム
）
及
び
こ
れ
を
含

有
す
る
製
剤

a

四
e

シ
ア
ノ
e

三
e

フ
ル
オ
ロ
フ
エ
ニ
ル＝

四
e

﹇（
三
Ｅ
）
e

ペ
ン
タ
e

三
e

エ
ン
e

一
e

イ
ル
﹈

ベ
ン
ゾ
ア
ー
ト
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

b

二
e

シ
ア
ノ
e

Ｎ
e

メ
チ
ル
e

二
e﹇
三
e（
二
・

四
・
六
e

ト
リ
オ
キ
ソ
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
ピ
リ
ミ
ジ

ン
e

五
（
二
Ｈ
）
e

イ
リ
デ
ン
）
e

二
・
三
e

ジ
ヒ

ド
ロ
e

一
Ｈ
e

イ
ソ
イ
ン
ド
ー
ル
e

一
e

イ
リ
デ

ン
﹈
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
（
別
名
ピ
グ
メ
ン
ト
イ
エ
ロ
ー

一
八
五
）
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

c

四
e

﹇
ト
ラ
ン
ス
e

四
e

﹇
二
e

（
ト
ラ
ン
ス
e

四
e

ブ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
）
エ
チ
ル
﹈
シ
ク
ロ

ヘ
キ
シ
ル
﹈
べ
ン
ゾ
ニ
ト
リ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す

る
製
剤

d

四
e

﹇
ト
ラ
ン
ス
e

四
e

﹇
二
e

（
ト
ラ
ン
ス
e

四
e

プ
ロ
ピ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
）
エ
チ
ル
﹈
シ
ク

ロ
ヘ
キ
シ
ル
﹈
ベ
ン
ゾ
ニ
ト
リ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有

す
る
製
剤

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
一
二
月
三
一
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
２
の
規
定
に
つ
い
て

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
ス
ー
ダ
ン
住
民
投
票
監
視
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等

に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
二
四
三
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置

^

国
際
平
和
協
力
本
部
に
、
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国

際
的
な
選
挙
監
視
活
動
の
た
め
、
住
民
投
票
の
公
正

な
執
行
の
監
視
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
等
を
行

う
組
織
と
し
て
、
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の

間
、ス
ー
ダ
ン
住
民
投
票
監
視
国
際
平
和
協
力
隊（
以

下
「
協
力
隊
」
と
い
う
。）を
置
く
こ
と
と
し
た
。

_

国
際
平
和
協
力
本
部
長
は
、
協
力
隊
の
隊
員
の
う

ち
一
人
を
隊
長
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

国
際
平
和
協
力
手
当

^

協
力
隊
の
隊
員
に
、
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
平

和
協
力
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、一
万
六
、

〇
〇
〇
円
と
一
万
円
の
間
で
二
段
階
に
分
け
て
国
際

平
和
協
力
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

_

国
際
平
和
協
力
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
殊
勤

務
手
当
の
支
給
の
例
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。

３

隊
員
の
定
員
は
、
一
〇
人
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

４

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
二
百
四
十
号

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九

十
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
二
号
、
第

二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並

び
に
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
ロ
中
「
同
項
第
三
十
四
号
の
三
」を「
同

項
第
三
十
四
号
の
四
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

ハ

扶
養
親
族
が
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き

二
十
五
万
円

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
公
営
住
宅
に
入
居
し
て

い
る
者
の
家
賃
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
収
入
の
計
算
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
公
営
住
宅
法
施
行
令

（
次
項
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
三
号

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
公
営
住
宅
の
入
居
者
の

公
募
が
開
始
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
以
後
に
入
居
者
の
決

定
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
公
募
に

応
じ
て
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
に
係
る
公
営
住
宅
法

第
二
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
収
入
の
条
件
及
び
新

令
第
七
条
第
五
号
に
規
定
す
る
収
入
の
計
算
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
一
条
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
同
日
前
に
公
営
住

宅
の
入
居
の
申
込
み
が
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
以
後
に
入

居
者
の
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
に
お
け
る
当

該
公
営
住
宅
の
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
に
係
る
同
法

第
二
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
収
入
の
条
件
及
び
新

令
第
七
条
第
五
号
に
規
定
す
る
収
入
の
計
算
に
つ
い
て

も
、
同
様
と
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
二
百
四
十
一
号

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

内
閣
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
三
百
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
の
八

及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第

二
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
の
二
第
一
項
中
「
製
剤
」
の
下
に「（
自
動
車

燃
料
用
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク
剤
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
ド
ラ
ム

か
ん
」
を
「
ド
ラ
ム
缶
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第

二
項
か
ら
」
を
「
第
三
項
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条

第
四
項
中
「
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
一
号
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条

第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
号
」
を
「
若

し
く
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中「
防
護
わ
く
」

を
「
防
護
枠
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

四
ア
ル
キ
ル
鉛
を
含
有
す
る
製
剤
（
自
動
車
燃
料
用

ア
ン
チ
ノ
ツ
ク
剤
に
限
る
。）を
運
搬
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
容
器
は
、
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規

格
Ｚ
一
六
〇
一
号
（
鋼
製
ド
ラ
ム
缶
）
第
一
種
に
適
合

す
る
ド
ラ
ム
缶
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を

有
す
る
ド
ラ
ム
缶
又
は
当
該
製
剤
の
国
際
海
事
機
関
が

採
択
し
た
危
険
物
の
運
送
に
関
す
る
規
程
に
定
め
る
基

準
に
適
合
し
て
い
る
容
器
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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